
県営三次工業団地の全景

開
通

周
年
を
迎
え
た
瀬
戸
大
橋

尾
道
松
江
線
１
４
年
度
に
全
通
沿
線
発
展
へ
の
期
待
大
中
国
横
断
自
動
車
道

▲中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線
の
高
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
付
近

年

月
撮
影

、
物
流
・
商
流
の
活
発
化
や
観

光
分
野
の
発
展
に
向
け
た
沿
線
地
域
の
期
待
は
大
き
い

瀬戸大橋開通２５周年生活・経済活動で功績地域支える「大動脈」

　
中
国
・
四
国
地
域
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線
の
う
ち
松
江
市
と

広
島
県
三
次
市
を
結
ぶ
松
江
自
動
道
が
今
年
３
月
に
全
線
開
通
し
、
山
陰
―
山
陽
間
の
ア
ク
セ
ス
は
格
段
に
向
上

し
た
。
山
陰
に
お
い
て
も
鳥
取
市
と
山
口
県
の
美
祢
市
を
結
ぶ
山
陰
自
動
車
道
、
四
国
で
も
念
願
の
「
８
の
字
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
西
瀬
戸
自
動
車
道

瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道

と
リ
ン
ク
す
る
こ
と
で

中
国
・
四
国
地
域
が
一
体
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

市
長
先
頭
に
企
業
誘
致
広
域
拠
点
性
が
強
み
県
営
三
次
工
業
団
地
（
�
期
）

三
次
市

真
庭
市 優遇制度を拡充最大６０％へ上げ土地購入費の補助率

真
庭
市
は
自
然
に
も
恵
ま
れ
る

交通アクセス向上、地域一体化
　
山
陰
地
域
と
瀬
戸
内
海
地

域
を
結
ぶ
中
国
横
断
自
動
車

道
。
広
島
県
尾
道
市
と
松
江

市
を
結
ぶ
尾
道
松
江
線
、
延

長
約
１
３
７

が
２
０
１

４
年
度
に
全
線
開
通
す
る
。

　
こ
の
う
ち
、
尾
道
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ
ン
か
ら
三
刀
屋
木
次

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
間
の
１
１

１

は
国
と
地
方
が
建
設

費
を
負
担
す
る
新
直
轄
方

式
。
通
行
料
が
無
料
の
高
速

道
路
で
山
陰
と
瀬
戸
内
、
四

国
を
結
び
、
連
携
を
強
化
し

て
沿
線
地
域
社
会
の
経
済
、

生
活
の
発
展
に
大
き
く
寄
与

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　
尾
道
松
江
線
は
１
９
８
７

年
度
に
国
土
開
発
幹
線
自
動

車
道
と
し
て
新
規
に
追
加
、

年
新
直
轄
方
式
に
移
行
。

３
月

日
に
三

次
―
松
江
間
が

開
通
し
た
。
現

在
、
広
島
県
内

の
未
開
通
部
分

の
世
羅
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
―

三
次
東
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ
ン
間
の
工
事
が
進
め

ら
れ
、

年
度
に
全
線
が
開

通
す
る
予
定
。

　
尾
道
松
江
線
は
国
、
広
島

県
、
島
根
県
が
建
設
費
１
７

７
億
円
を
負
担
し
た
。
片
側

２
車
線
で
、
制
限
速
度
時
速

、
建
設
費
を
抑
え
る

狙
い
で
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

な
ど
の
施
設
は
な
い
。
中
国

縦
貫
、
山
陽
、
西
瀬
戸
自
動

車
道
な
ど
の
高
速
自
動
車
道

と
直
結
。
日
本
海
か
ら
瀬
戸

内
海
、
太
平
洋
の
３
海
を
結

ぶ
こ
と
で
も
注
目
さ
れ
て
い

る
。

　
ま
た
近
畿
、
中
国
、
四

国
、
九
州
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

形
成
効
果
を
強
め
る
。
広
島

―
松
江
間
は
従
来
か
ら

分

短
縮
し
て
２
時
間

分
で
結

ば
れ
る
。
地
元
沿
線
で
は
、

企
業
の
物
流
・
商
流
や
生
産

拠
点
な
ど
の
投
資
、
観
光
面

で
の
効
果
に
大
き
な
期
待
を

か
け
る
。
沿
線
は
過
疎
化
が

進
む
中
山
間
地
域
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
高
速
道
路
開
通

に
、
地
域
活
性
化
の
願
い
を

か
け
て
い
る
。

　
瀬
戸
大
橋

本
州
四
国
連

絡
橋
児
島
―
坂
出
ル
ー
ト

は
４
月

日
、
開
通
か
ら

周
年
を
迎
え
た
。
四
半
世
紀

に
わ
た
り
「
大
動
脈
」
と
し

て
地
域
の
生
活
と
経
済
活
動

を
支
え
て
き
た
功
績
は
多
大

だ
。
瀬
戸
中
央
道
を
含
む
本

州
四
国
連
絡
道
路
の
割
高
な

通
行
料
金
が
こ
れ
ま
で
問
題

視
さ
れ
て
き
た
が
、
２
０
１

４
年
度
に
引
き
下
げ
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
値
下

げ
の
波
及
効
果
を
地
域
の
発

展
の
た
め
に
ど
う
活
用
す
る

か
が
地
元
住
民
や
自
治
体
の

課
題
と
な
る
。

　
瀬
戸
大
橋
は
岡
山
県
倉
敷

市
と
香
川
県
坂
出
市
間
の
海

上
部
９
・
４

を
六
つ
の

橋
で
結
ん
で
お
り
、
産
業
や

観
光
、
通
勤
・
通
学
の
交
通

手
段
と
し
て
欠
か
せ
な
い
存

在
に
な
っ
て
い
る
。
本
州
と

四
国
を
結
ぶ
三
つ
の
ル
ー
ト

の
中
で
唯
一
の
道
路
鉄
道
併

用
橋
。
四
国
か

ら
鉄
道
を
利
用

し
て
本
州
へ
行

く
に
は
必
ず
岡

山
を
通
る
。
そ

れ
だ
け
に
岡
山

と
四
国
の
関
係

は
重
要
。
地
元

自
治
体
は
食
文

化
の
交
流
や
観

光
面
な
ど
で
連

携
を
深
め
、
地

域
振
興
を
進
め

る
考
え
だ
。
四

国
の
さ
ら
な
る

高
速
鉄
道
化
に

向
け
た
期
待
も
膨
ら
ん
で
い

る
。

　
一
方
、
瀬
戸
大
橋
の
開
通

で
高
速
道
路
へ
利
用
客
が
流

出
し
た
た
め
、
公
共
交
通
機

関
に
は
利
用
者
減
と
い
う
厳

し
い
現
状
が
あ
る
。
フ
ェ
リ

ー
各
社
は
採
算
悪
化
か
ら
、

航
路
の
廃
止
や
減
便
、
再
編

成
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
。
Ｊ
Ｒ
四
国
は
本
州
か
ら

の
観
光
客
誘
致
に
力
を
注

ぎ
、
巻
き
返
し
を
図
る
。
利

用
客
の
取
り
込
み
に
は
、
今

後
さ
ら
な
る
対
応
策
が
求
め

ら
れ
る
。

　
広
島
県
三
次
市
は
、
県
営

三
次
工
業
団
地

期

へ

の
企
業
誘
致
に
、
増
田
和
俊

市
長
が
先
頭
に
立
っ
て
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。
中
国
自

動
車
横
断
道
尾
道
松
江
線
の

全
線
開
通
を
目
前
に
控
え
、

同
団
地
の
広
域
拠
点
性
の
大

幅
向
上
を
掲
げ
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。
上
水
道
料

金
助
成
な
ど
独
自
の
優
遇
制

度
も
用
意
し
て
、
企
業
に
立

地
を
働
き
か
け
て
い
る
。

　
同
工
業
団
地
は
、
中
国
地

方
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

中
国
縦
貫
、
中
国
横
断
の
自

動
車
道
の
ク
ロ
ス
ポ
イ
ン
ト

に
あ
る
。
横
断
道
の
三
次
―

松
江
間
が
３
月
末
に
開
通
、

山
陰
地
域
と
の
時
間
距
離
が

短
縮
さ
れ
た
。
２
０
１
４
年

度
に
は
、
横
断
道
尾
道
松
江

線
全
線
が
開
通
。
山
陰
か
ら

四
国
・
高
知
、
さ
ら
に
は
近

畿
と
九
州
と
も
結
ば
れ
、
近

畿
以
西
の
生
産
拠
点
と
し

て
、
三
次
工
業
団
地
の
広
域

性
が
格
段
に
向
上
す
る
。

　
食
品
加
工
業
な
ど
の
用
水

型
業
種
の
企
業
誘
致
を
可
能

に
す
る
目
的
で
、
上
水
道
の

供
給
量
を
日
量
１
０
０
０

に
引
き
上
げ
る
。
水
道
料
金

も
年
間
１
５

０
０
万
円
を

上
限
に

年

間
半
額
助
成

す
る
独
自
優

遇
策
も
用
意

し
た
。
工
業

用
水
な
ら
浄

化
す
る
必
要

の
あ
る
業
種

で
は
、
浄
化

装
置
・
費
用

が
削
減
で
き

る
メ
リ
ッ
ト

も
。
さ
ら
に
排
水
は
日
本
海

に
流
れ
、
瀬
戸
内
海
の
厳
し

い
環
境
規
制
の
対
象
外
に
な

っ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
定
住
対
策
も

打
ち
出
し
、
豊
か
な
自
然
環

境
と
併
せ
て
企
業
に
、
三
次

へ
の
投
資
を
働
き
か
け
て
い

る
。
増
田
市
長
は
企
業
誘
致

を
最
重
点
課
題
に
取
り
上
げ

て
、
市
勢
の
活
性
化
を
目
指

し
て
い
る
。

　
岡
山
県
真
庭
市
は
真
庭
産

業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
促
進

の
た
め
、
２
０
１
３
年
１
月

か
ら
優
遇
制
度
を
改
正
し

た
。
土
地
購
入
費
の
補
助
率

を
最
大
で

％
へ
大
幅
に
引

き
上
げ
た
。
新
設
し
た
建
屋

の
固
定
資
産
評
価
額
と
、
機

械
な
ど
償
却
資
産
の
取
得
額

の
合
計
に
対
す
る
補
助
率
も

変
更
。
用
地
取
得
日
か
ら
３

年
以
内
の
工
場
着
工
の
場
合

は

％
、
３
年
を
超
え

年

以
内
の
工
場
着
工

に
つ
い
て
は
５
％

に
拡
大
し
た
。
限

度
額
の
範
囲
内
で

「
工
場
等
建
設
促

進
奨
励
金
」
と
し

て
支
給
す
る
。

　
ま
た
、
要
件
を

満
た
せ
ば
、
３
年

間
の
固
定
資
産
税

も
課
税
免
除
す

る
。
工
場
の
操
業

に
と
も
な
う
新
規

雇
用
の
促
進
奨
励

金
に
つ
い
て
も
要
件
を
緩

和
、
市
民
を
新
規
雇
用
し
た

場
合
は
奨
励
金
を
増
額
す

る
。

　
岡
山
県
北
部
に
は
津
山
市

の
津
山
産
業
・
流
通
セ
ン
タ

ー
や
美
作
市
の
作
東
産
業
団

地
な
ど
が
あ
る
。
真
庭
産
業

団
地
は
近
隣
の
産
業
団
地
に

比
べ
優
遇
制
度
で
は
競
争
力

に
乏
し
か
っ
た
の
が
実
情

で
、
制
度
改
正
が
急
務
と
な

っ
て
い
た
。
優
遇
制
度
を
充

実
し
、
企
業
誘
致
に
拍
車
を

か
け
て
い
る
。

　
真
庭
市
は
中
国
縦
貫
自
動

車
道
や
岡
山
自
動
車
道
、
米

子
自
動
車
道
が
東
西
南
北
を

貫
い
て
い
る
。
同
市
内
に
は

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
５

所
あ
り
、
交
通
網
の
要
所
と

な
っ
て
い
る
。
バ
イ
オ
マ
ス

の
利
活
用
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
、
災
害
に
対
す
る
企

業
の
リ
ス
ク
分
散
や
イ
メ
ー

ジ
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
真
庭
産
業
団
地
は
久
世
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
す
ぐ
近

く
で
ア
ク
セ
ス
が
良
い
。
Ｊ

Ｒ
久
世
駅
と
美
作
追
分
駅
ま

で
は
国
道
１
８
１
号
線
を
経

由
し
車
で
６
分
。
自
然
災
害

の
心
配
も
少
な
い
。
こ
の
よ

う
な
立
地
条
件
と
優
遇
制
度

の
優
位
性
を
活
用
し
、
誘
致

推
進
に
拍
車
を
掛
け
て
い

る
。
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